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人のうごき（平成20年1月31日現在）／人口  2,922人（＋1） 男 1,416人（±0） 女 1,506人（＋1）・世帯数 929（＋3）

1月24日（木）

広島交響楽団　オーケストラ公演…2　　ふれあいまつり…8　　中国製「冷凍ギョウザ」などの喫食自粛について…１３主な内容
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教育委員会
社会福祉協議会
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広島交響楽団広島交響楽団
学校公演学校公演
広島交響楽団
学校公演

オーケストラの演奏で校歌を合唱！



文化庁　本物の舞台芸術体験事業

広島交響楽団　広島交響楽団　オーケストラ公演オーケストラ公演広島交響楽団　広島交響楽団　オーケストラ公演オーケストラ公演広島交響楽団　広島交響楽団　オーケストラ公演オーケストラ公演広島交響楽団　オーケストラ公演
　クラシックの名曲の鑑賞、指揮者体験コーナーや、校歌をオーケストラの演奏と一緒に歌うなど、生
の迫力と感動を体験できる公演に参加した佐那河内中学校の生徒たち。
　今回の公演は一般公開されたため、小学校児童や一般住民が参加できたこともあり、とても実りの
多い一日となりました。

　演奏終了後、広島交響楽団指揮者の吉田行地さんは「生の演奏・生の演劇などを通じて、触れ合う
ことの素晴らしさを感じてください。普段からも人との触れ合いを大切にしてください。」と話されま
した。
　生徒代表中学2年の清水楓さんは、「印象に残っている演奏は、オペラ「カルメン」ですが、オーケス
トラの演奏に合わせて気持ちよく歌えたことは、とても良い経験になりました。」と謝辞を述べました。

　オーケストラの演奏に合わせ歌われた校歌。恩師の背中を見つめながら、当時の自分を思い出し、
思わず涙してしまいました。
　生の演奏の素晴らしさは、参加者全員の心に届いたことでしょう。

取材を終えて

オーケストラで演奏される楽器を、音色とともに
紹介してくれました。

指揮者体験コーナー
　最初は恥ずかしそうに指揮棒
を振っていた2人ですが、最後は、
堂々と見事に演奏を指揮してい
ました。

佐中2年　藤本康平さん
〈トランペット〉

〈ファゴット〉 〈ハープ〉

〈トロンボーン〉 など。
佐中3年　丸山愛未さん



１
、
「
職
員
研
修
会
」
の
共
同
実
施

 
行
政
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修

　
会
の
実
施

・
目
的
及
び
事
業
内
容

　
　
地
方
分
権
社
会
が
進
む
中
、
共

　
通
す
る
行
政
課
題
や
多
種
多
様
化

　
す
る
行
政
需
要
に
的
確
に
対
応
す

　
る
こ
と
が
で
き
る
職
員
を
育
成
す

　
る
た
め
、
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
「
職

　
員
研
修
会
」
を
共
同
で
実
施
す
る
。

・
検
討
事
項
な
ど

　
○
研
修
テ
ー
マ
の
選
定

　
○
研
修
規
模
や
開
催
時
期
・
対
象

　
　
職
員
の
範
囲

　
○
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
費
用
の

　
　
負
担
に
つ
い
て

 
異
業
種
交
流
会
研
修
会
の
開
催

・
目
的
及
び
事
業
内
容

　
　
職
員
が
、
企
業
な
ど
の
持
つ
ノ
ウ

　
ハ
ウ
や
経
営
感
覚
を
学
ぶ
た
め
、
様

　
々
な
企
業
・
団
体
な
ど
と
直
面
す
る

　
課
題
な
ど
に
つ
い
て
自
由
に
意
見
交

　
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
異
業
種
交

　
流
研
修
会
」
を
開
催
す
る
。

・
検
討
事
項
な
ど

　
○
企
業
・
団
体
の
選
定

　
○
研
修
規
模
や
開
催
時
期
・
対
象
職

　
　
員
の
範
囲

　
○
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
費
用
の
負

　
　
担
に
つ
い
て

２
、
「
行
政
課
題
研
究
会
」
の
設
置

・
目
的
及
び
事
業
内
容

　
　
住
民
に
身
近
な
行
政
主
体
と
し
て
、

　
共
通
す
る
行
政
課
題
や
多
様
化
す
る

　
住
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

　
よ
う
、行
政
運
営
の
在
り
方
や
取
り
組

　
み
に
つ
い
て
研
究
す
る
「
行
政
課
題
研

　
究
会
」
を
設
置
す
る
。

・
検
討
事
項
な
ど

　
○
研
究
テ
ー
マ
の
選
定

　
○
研
究
会
の
運
営
方
法

３
、
「
財
政
運
営
研
究
会
」
の
設
置

・
目
的
及
び
事
業
内
容

　
　
厳
し
い
財
政
環
境
の
も
と
、
各
市

　
町
村
が
抱
え
て
い
る
財
政
問
題
に
つ

　
い
て
共
通
理
解
を
図
り
、
今
後
の
財

　
政
運
営
の
在
り
方
や
取
り
組
み
を
研

　
究
す
る
「
財
政
運
営
研
究
会
」
を
設
置

　
す
る
。

・
検
討
事
項
な
ど

　
○
研
究
テ
ー
マ
の
選
定

　
○
研
究
会
の
運
営
方
法

４
、
テ
レ
ビ
番
組
を
活
用
し
た
広
報
活

　
動
の
実
施

・
目
的
及
び
事
業
内
容

　
　
徳
島
東
部
地
域
を
住
民
に
Ｐ
Ｒ
す

　
る
た
め
『
マ
イ
シ
テ
ィ
と
く
し
ま
』

　
な
ど
の
テ
レ
ビ
番
組
に
コ
ー
ナ
ー
を

　
設
置
し
、懇
話
会
で
の
活
動
内
容
や

　
構
成
市
町
村
の
情
報
を
放
映
す
る
。

・
検
討
事
項
な
ど

　
○
情
報
発
信
す
る
内
容
や
時
期

　
○
住
民
に
対
す
る
番
組
内
容
の
周
知

　
○
他
市
町
村
の
テ
レ
ビ
番
組
に
お
け

　
　
る
「
懇
話
会
コ
ー
ナ
ー
」
の
設
置

　
○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
動
画
配

　
　
信

　
な
ど
で
す
。

　
次
回
は
「
上
下
水
道
や
道
路
な
ど
の

生
活
基
盤
整
備
」
を
テ
ー
マ
に
新
年
度

（
４
月
以
降
）に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

第
５
回
会
合
開
催

第
５
回
会
合
開
催

第
５
回
会
合
開
催

第
５
回
会
合
開
催

第
５
回
会
合
開
催

　
今
回
は
「
行
財
政
運
営
」
を
テ
ー
マ
に
１２
市
町
村
長
が
出
席
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
財
政
改
革
な
ど
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
一
般
職
員
を
対
象
と
し
た
職
員
研
修
会
を
行
う
こ
と
や
、
経
営
感
覚
を
学
ぶ
た
め
の
民

間
企
業
な
ど
と
の
異
業
種
交
流
研
修
会
を
共
同
で
開
催
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、行
財
政
運
営
や
財
政
問
題
に
つ
い
て
、

各
市
町
村
の
職
員
に
よ
る
研
究
会
を
作
る
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
徳
島
市
が
放
送
し
て
い
る
報
道
番
組
『
マ
イ
シ
テ
ィ
と
く
し
ま
』
に
、
懇
話
会
の
活
動
状
況
な
ど
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
も
決
め
ま
し
た
。

　
合
意
事
項
に
つ
い
て
は
、
今
後
事
務
レ
ベ
ル
で
具
体
的
な
実
施
方
法
な
ど
を
協
議
し
て
い
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

【
具
体
的
に
協
議
し
た
事
項
】

　
徳
島
東
部
地
域
市
町
村
長
懇
話
会
は
、地
方

分
権
の
進
展
や
道
州
制
の
本
格
的
な
議
論
を
踏

ま
え
、お
互
い
に
共
通
す
る
行
政
課
題
や
広
域
行

政
へ
の
取
り
組
み
、ま
た
、今
後
の
徳
島
東
部
地
域

の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
平
成
１８
年
７
月
２７
日
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
徳
島
市
、小
松
島
市
、勝
浦
町
、上
勝
町
、佐
那

河
内
村
、石
井
町
、神
山
町
、松
茂
町
、北
島
町
、

藍
住
町
、板
野
町
及
び
上
板
町
の
２
市
９
町
１
村

の
市
町
村
長
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

●
懇
話
会
設
置
の
趣
旨
●



議

会

だ

よ

り

　

村
議
会
行
政
視
察
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
19
年
11
月
７
〜
９
日
）

　
　
（
面
積
３
３
６
・
29
㎢
、

　
　
　
　
　
　

人
口
６
３
、５
５
５
人
）

平
岩
小
・
中
学
校
一
貫
教
育
及
び
校
舎
改
築

に
つ
い
て

◎
日
向
市
の
小
・
中
一
貫
教
育

　

日
向
市
で
は
、
小
学
校
16
校
・
分
校
1
校
、

中
学
校
8
校
で
教
育
を
行
っ
て
き
た
。
し
か

し
、
少
子
傾
向
に
よ
る
生
活
集
団
・
学
習
集

団
の
再
構
築
の
必
要
性
、
教
育
指
導
の
連
続

性
・
接
続
性
に
よ
る
個
に
応
じ
た
き
め
細
や

か
な
教
育
の
実
現
な
ど
今
日
的
課
題
に
対
処

す
る
た
め
小
・
中
一
貫
教
育
に
取
り
組
む
。

　

平
成
15
年
10
月
に
第
1
回
日
向
市
小
・
中

一
貫
教
育
調
査
検
討
委
員
会
を
開
催
し
て
以

降
、
数
々
の
研
修
・
視
察
・
説
明
会
を
経
て
、

平
成
17
年
5
月
に
、
小
・
中
一
貫
教
育
特
区

の
申
請
、
7
月
に
認
定
を
受
け
る
。
教
育
特

区
の
内
容
は
、
①
「
４
・
３
・
２
制
」
の
導
入

②
小
学
校
高
学
年
に
お
け
る
「
英
会
話
科
」

の
新
設
③
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
「
ふ

る
さ
と
の
時
間
」
を
特
設
④
小
学
校
高
学
年

に
お
け
る
「
選
択
教
科
」
の
実
施
⑤
一
貫
し

た
指
導
体
制
を
図
る
な
ど
で
あ
る
。

◎
平
岩
小
・
中
学
校
の
一
貫
教
育
・
校
舎
改

　

築

　

平
岩
小
・
中
学
校
は
、
平
成
18
年
4
月
に

開
校
し
、
学
級
数
12
学
級
、
児
童
・
生
徒
数

２
３
６
人
、
職
員
数
30
人
の
全
国
で
も
初
め

て
と
な
る
併
置
型
の
小
・
中
一
貫
校
で
あ
る
。

　

9
年
間
を
、「
前
期
４
・

中
期
３
・
後
期
２
」
に

区
切
り
、「
前
期
」
は
学

級
担
任
制
、「
中
期
」
は

一
部
教
科
担
任
制
、「
後

期
」
は
教
科
担
任
制
を

取
り
入
れ
て
い
る
。
同

じ
校
舎
の
中
で
、
児
童
・

生
徒
が
と
も
に
学
び
、

異
年
齢
集
団
の
活
動
や

縦
の
つ
な
が
り
を
重
視

し
、
早
い
時
期
か
ら
進

路
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

校
長
は
1
人
、
副
校

長
は
2
人
。
す
べ
て
の

教
職
員
が
小
・
中
兼
務

し
、
同
じ
職
員
室
で
協
力
し
な
が
ら
一
貫
し

た
指
導
を
行
い
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
減

少
や
美
術
な
ど
の
専
科
教
員
に
よ
る
成
果
も

表
れ
て
お
り
、「
き
め
細
や
か
な
指
導
を
展

開
し
て
い
く
学
校
」
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

校
舎
は
、
17
年
度
に
2
億
2
千
万
円
（
国

補
助
金
３
７
、３
１
４
千
円
、
県
木
造
補
助

金
１
０
、０
０
０
千
円
、
県
ス
ギ
学
童
机
補

助
金
２
１
８
千
円
）
で
、
既
存
校
舎
を
改
修

す
る
と
と
も
に
管
理
・
普
通
教
室
棟
（
木
造

２
階
建
６
７
５
㎡
）
や
技
術
棟
（
木
造
平
屋

建
１
７
０
㎡
）
を
新
築
し
て
い
る
。
施
設
整

備
で
は
、
教
育
委
員
会
及
び
学
校
が
連
携
を

持
ち
、
既
存
施
設
の
改
修
に
よ
る
有
効
利
用

や
、
新
築
の
技
術
棟
を
技
術
室
及
び
美
術
室

と
兼
用
。
児
童
・
生
徒
が
共
用
で
き
る
よ
う

な
ト
イ
レ
・
手
洗
い
・
階
段
を
整
備
。
入
学

か
ら
卒
業
ま
で
使
用
で
き
る
机
や
椅
子
の
導

入
な
ど
、
そ
の
他
に
設

備
・
備
品
に
お
い
て
も

財
政
面
に
配
慮
し
た
有

効
利
用
が
さ
れ
た
。

◎
ま
と
め

　

本
村
も
、
小
・
中
一

貫
教
育
パ
イ
オ
ニ
ア
事

業
を
実
施
し
、
小
・
中

学
校
校
舎
の
改
築
を
検

討
し
て
い
る
中
、
視
察

研
修
の
説
明
し
て
い
た

だ
い
た
日
向
市
教
育
長

と
平
岩
小
・
中
学
校
校

長
の
教
育
に
対
す
る
熱

意
、
職
員
室
で
の
教
員

の
真
剣
な
態
度
が
伝
わ

り
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
研
修
で
あ
っ
た
。

施
設
整
備
は
最
小
限
で
も
、
優
秀
な
教
職
員

の
確
保
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

本
村
の
校
舎
改
築
は
、
小
・
中
学
校
単
独
か

併
設
か
を
本
年
度
中
に
決
定
し
、
来
年
度
実

施
設
計
、
再
来
年
度
建
築
予
定
で
あ
る
。
財

政
難
の
折
、
校
舎
３
階
建
、
校
舎
内
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
・
全
室
冷
暖
房
・
給
食
施
設
と
い
っ

た
施
設
整
備
が
必
要
か
ど
う
か
。
単
独
か
併

設
か
を
決
定
す
る
に
併
せ
て
、併
設
の
場
合
、

校
長
室
は
小
・
中
別
に
必
要
か
、
共
用
で
き

る
施
設
整
備
は
な
に
か
な
ど
早
急
に
検
討
す

る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

　
　
（
面
積
86
・
64
㎢
、

　
　
　
　

人
口
１
１
、６
５
８
人)

行
財
政
改
革
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

◎
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

　

歳
入
の
お
よ
そ
80
％
は
、
交
付
税
な
ど
の

依
存
財
源
で
あ
る
。
近
年
の
地
方
財
政
改
革

は
、
町
の
財
政
に
も
大
き
く
影
響
し
、
将
来

に
大
き
な
不
安
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
背
景
も
あ
っ
て
、
八
女
市
ほ
か
４
町
村
と

の
平
成
21
年
度
の
合
併
を
目
標
に
、
法
定
協

議
会
を
設
置
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
行
革
大
綱
を
策
定
し
、
職

員
削
減
を
柱
に
、
収
入
役
の
廃
止
や
行
政

区
の
統
合
と
い
っ
た
機
構
の
見
直
し
な
ど

幅
広
く
取
り
組
ん
で
い
る
。
行
政
区
の
統

合
で
は
、
名
称
を
自
治
会
に
改
め
75
団
体
か

ら
25
団
体
に
統
合
し
、
自
治
会
関
連
経
費
を

３
８
、０
０
０
千
円
か
ら
２
６
、０
０
０
千
円

に
削
減
し
た
。
こ
の
結
果
、
地
域
リ
ー
ダ
ー

◆
報
告
者　

総
務
副
委
員
長　

瀧
倉　

俊
晴

◆
視
察
地
及
び
目
的

１　
宮
崎
県
日
向
市

２　
福
岡
県
八
女
郡
立
花
町



が
少
数
精
鋭
化
さ
れ
、
町
と
自
治
会
長
の
例

月
会
議
が
可
能
に
な
り
、
行
政
と
地
域
の
意

思
疎
通
が
図
ら
れ
町
政
運
営
が
円
滑
化
し
て

い
る
。

　

財
政
対
策
で
は
、
交
付
税
推
計
か
ら
、
目

標
年
次
の
平
成
21
年
度
に
は
、
昭
和
63
年
度

の
水
準
で
あ
る
当
時
の
財
政
規
模
の
約
40
億

円
を
町
の
「
身
の
丈
」
と
し
て
い
く
計
画
。

具
体
的
に
は
、
10
％
を
超
え
る
職
員
の
削
減

や
給
与
・
手
当
の
見
直
し
。
町
有
遊
休
地
の

売
却
や
滞
納
徴
収
の
強
化
。
公
共
施
設
の
使

用
料
や
各
種
手
数
料
の
改
定
。
公
共
施
設
の

管
理
・
運
営
に
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な

ど
を
実
施
検
討
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
施
設
の
効
率
化
、
教
育
改
革
の

一
環
と
し
て
保
育
所
・
学
校
な
ど
の
施
設
の

統
廃
合
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
、
限
ら

れ
た
財
源
で
最
大
限
の
効
果
を
得
る
た
め
に

は
、「
選
択
と
集
中
」
の
戦
略
で
、
重
要
な

施
策
に
予
算
や
職
員
を
集
中
さ
せ
る
考
え
方

で
あ
る
。

◎
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

一
、「
地
域
振
興
会
議
」

　
「
立
花
町
に
あ
っ
た
施
策
を
自
分
た
ち
で

実
現
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。」
と
若
手
町

職
員
が
立
ち
上
が
り
、
研
修
や
先
進
地
視
察

を
経
て
、「
わ
く
わ
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
事

業
」
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
事
業
は
、
自
治

会
を
は
じ
め
と
す
る
地
縁
団
体
・
企
業
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
地
域
で
活
動
す
る
住
民
団
体
や
行
政

に
よ
り
運
営
さ
れ
る
「
地
域
振
興
会
議
」
を

旧
村
単
位
ご
と
に
設
置
し
、
地
域
に
あ
る
課

題
を
解
決
で
き
る
「
創
造
の
場
づ
く
り
」
を

目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り

は
、「
地
域
と
行
政
が
と
も
に
担
う
」
こ
と

が
必
要
だ
と
全
職
員
が
認
識
し
、「
地
域
振

興
会
議
」
設
立
に
向
け
て
説
明
す
る
原
稿
や

制
度
に
つ
い
て
の
問
答
集
な
ど
を
職
員
が
作

成
し
、
全
職
員
が
地
域
で
説
明
を
行
っ
た
。

　

説
明
会
で
は
、
行
政
に
対
す
る
不
満
も

出
た
が
、
前
例
の
な
い
全
職
員
で
の
行
動
に

よ
っ
て
、
町
の
意
気
込
み
を
住
民
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
推
進
の
中
心
は
、

行
政
か
ら
自
治
会
長
を
中
心
と
し
た
地
縁
団

体
へ
移
行
し
た
。

　

現
在
、
視
察
研
修
や
会
議
を
経
て
、
４
地

域
で
「
地
域
振
興
会
議
」
を
発
足
さ
せ
、
年

間
50
万
円
の
交
付
金
で
運
営
し
、
地
域
の
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
会
議
へ

は
、
全
職
員
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
地
域
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。　

二
、
か
ぐ
や
姫
さ
が
し
の
里
づ
く
り

　
「
竹
資
源
活
性
化
セ
ン
タ
ー
」を
昨
年
オ
ー

プ
ン
し
、竹
林
の
荒
廃
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

対
策
と
し
て
、
①
竹
チ
ッ
プ
と
食
品
残
渣

を
混
合
し
た
堆
肥
や
土
壌
改
良
剤
の
研
究
と

循
環
型
農
業
の
構
築
。
②
間
伐
材
の
チ
ッ
プ

化
に
よ
る
竹
資
材
の
原
料
化
（
１
ト
ン
１
万

円
）。
③
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
ボ
イ
ラ
ー
燃

料
の
開
発
。
④
竹
の
繊
維
を
活
用
し
た
ボ
ー

ド
の
研
究
・
開
発
。
⑤
竹
林
オ
ー
ナ
ー
制
度

（
２
５
０
㎡
が
２
万
円
で
５
年
契
約
）。
⑥
竹

を
原
料
と
し
た
バ
ン
ブ
ー
ギ
タ
ー
の
製
作
。

な
ど
で
あ
る
。

◎
ま
と
め

　

立
花
町
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
改
革
を
進

め
る
う
え
で
、職
員
の
意
識
改
革
こ
そ
が「
行

革
」成
功
の
鍵
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
職
員
提
案
制
度
」
を
実
施
し
て
お
り
、
提

案
は
行
革
だ
け
で
な
く
、
教
育
・
環
境
・
ま

ち
づ
く
り
に
も
及
ん
で
い
る
。

　

本
村
で
も
、
18
年
３
月
に
５
年
間
の
行
政

改
革
大
綱
が
示
さ
れ
、
後
半
に
入
っ
た
時
期

で
あ
る
。
ま
ず
職
員
が
大
綱
の
具
体
的
な
事

項
に
つ
い
て
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
検
証
し
、

村
に
提
案
で
き
る
状
況
を
醸
成
し
て「
行
革
」

を
進
め
、
情
報
を
地
域
住
民
に
発
信
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

立
花
町
で
は
、
荒
廃
し
た
「
竹
林
再
生
」

で
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
た
が
、
本
村
で
も

様
々
な
方
法
で
住
民
が
何
を
望
ん
で
い
る
の

か
を
把
握
し
、
豊
か
な
村
づ
く
り
行
政
を
推

進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

　　　　〈場所〉（出席者）

『交通死亡事故ゼロを『交通死亡事故ゼロを『交通死亡事故ゼロを
目指す日』目指す日』目指す日』

平成20年2月20日（水）及び
平成平成20年年4月月10日（木）日（木）

　毎年国民の100人に
１人が交通事故により
死傷するという厳しい状
況が続いています。
　一人ひとりが、交通ルールを守り、交通
マナーの向上に努めましょう。

平成20年第62回佐那河
内村成人式〈村役場〉（全
議員）
議員新年互礼会〈村内〉（全
議員）
平成20年佐那河内村消
防団出初式〈佐小グラウ
ンド〉（各議員）
村議会全員協議会〈農振Ｃ〉
（全議員）
村議会総務委員会所管
事務調査〈村内〉（総務委
員）
村議会総務委員会所管
事務調査〈役場〉（総務委
員）
県町村議会議長会理事会・
事務局長会〈徳島市〉（加
藤議長、吉本事務局長）
1月分例月出納検査〈役場〉
（西川、長尾監査委員）
村農業委員会総会〈農振Ｃ〉
（仁羽農業委員）
元議員の会新年会〈村内〉
（加藤議長）
県国保運営協議会会長
連絡協議会〈徳島市〉（尾
山会長）

議会行事出席報告
1月

２日

同日

6日

11日

15日

17日

18日

22日

同日

24日

25日
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　10月1日から12月31日まで共同募金活動を行いました。
村では、常会などにお願いし、赤い羽根募金396，322円、
歳末助け合い募金524，650円のご協力をいただきました。
赤い羽根募金は、全額を県共同募金に送付しますが、
44.89％が地域配分として、本村に配布されます。
　この配分金と歳末助け合い募金をあわせて、村におい
ても歳末助け合い事業を行っています。
☆歳末助け合い募金にご協力いただいた団体
　　皇居奉仕友の会

共同募金にご協力
ありがとうございました。

電動カートをご利用の皆さんへのお知らせです。

学童保育児童対象、学童保育児童対象、
日赤奉仕団による炊き出し講習会日赤奉仕団による炊き出し講習会
学童保育児童対象、
日赤奉仕団による炊き出し講習会

　12月6日（木）、日本赤十字社徳島県支部創立120周年記
念赤十字大会において、本村日赤奉仕団が、支部長特別表彰
を受賞しました。

　12月27日（木）農振センター前で、災害用炊飯器
を使った炊き出し講習会をしました。
　日赤奉仕団の指導のもと、34人の児童は、洗米1
合をハイゼックス（専用のビニール袋）に入れ、袋に
書かれた目盛りまで水を入れてからゴムバンドできつく締め、大釜に入れて炊きました。
　炊きあがったご飯は、事前にみんなで作ったカレールーをかけ、“カレーライス”にして食べました。
　午後からは、ゲームやくじ引きをして楽しみ、おやつは、日赤奉仕団の皆さんが焼いてくれたケーキに飾
り付けをして食べました。
　参加した児童は、ビニール袋でご飯を炊くことができることに驚いていました。西村日赤奉仕団委員長
は、「この講習が、児童の記憶に少しでも残ってくれるとうれしい。」と話されました。

◆◆

◆◆

　電動カート走行中の急なバッテリー切れで困ったことはないですか？
　村では、電動カートが充電切れで走行できなくなった緊急時のために、次の場所で
充電ができるようご協力いただきました。

村　内

村　外

徳島市農協佐那河内支所・嵯峨出張所・高樋出張所・健祥会ハイジ
ながお（ユートピア）・佐那河内郵便局・久次米医院・仁羽理容店
佐那河内石油・笠井商店・役場

しらさぎ台郵便局・ママの店上八万店

※協力事業所を募集しています。詳しくは、社会福祉協議会まで。

緊急時の対応
です。

電動カートを
運転する前に

は、

十分な点検を
してから

走行するよう
にしましょう。

緊急時の対応
です。

電動カートを
運転する前に

は、

十分な点検を
してから

走行するよう
にしましょう。

◎受付期間　平成20年3月3日から随時
◎登録の有効期間
　平成20年4月1日から平成21年3月31日まで
◎時給　750～800円
◎勤務時間など　
　月～金曜日の午後で週1～3日、3～10時間程度
　（小学校の行事などによって変動あり）
◎申し込み方法
　所定の用紙に必要事項を記入の上、社会福祉協議
　会事務所に提出してください。（用紙は社会福祉協
　議会事務所にあります。）
◆詳しくは、社会福祉協議会までお問い合わせください。



婚
の
荷
を
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安
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光
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熟
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落
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女
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を
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繁
喜

開
通
を
待
つ
ト
ン
ネ
ル
や
冬
う
ら
ら　

青
木　
　

梢
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　　　　＆佐那河内ふれあい市開催
第8回 ふれあいまつり
　　　　＆佐那河内ふれあい市開催

【農林産物品評会】

【佐那河内農業振興協議会立木（ほ場）審査】

◎徳島県知事賞　　　　　　井開　義文（イチゴ）
◎徳島農林事務所長賞　　　大岩　和久（マルチミカン）　黒石　敏文（キウイフルーツ）　
◎全農徳島県本部長賞　　　西岡　三男（短期冷蔵スダチ）　日下　齋（イチゴ）　長浜　徳一（ネギ）
◎徳島県果樹研究連合会会長賞　青木　勝茂（マルチミカン）　多田　　駿（キウイフルーツ）　市原　善文（長期冷蔵スダチ）
◎徳島市農業協同組合長賞　溝口　昭文（マルチミカン）　日下　　明（イチゴ）　谷　　　昭（長期冷蔵スダチ）
◎佐那河内村長賞　　　　　森脇　昌之（短期冷蔵スダチ）　尾崎　喜一（シイタケ）　日下　武弘（キウイフルーツ）
　　　　　　　　　　　　　露口三千恵（菜の花）
◎優秀賞（佐那河内村長賞）  北谷　伊平（普通ミカン）　岩城　福治（短期冷蔵スダチ）　市原　善文（短期冷蔵スダチ）
　　　　　　　　　　　　　秦　　好可（イチゴ）　谷　　　昭（キウイフルーツ）　上野　　仁（長期冷蔵スダチ）

最優秀賞 優 秀 賞 優 秀 賞

森　脇　昌　之

東　野　弘　之

栗　野　　　肇

新　開　浩　之

山　本　定　夫

日　浦　章　二

西　尾　武　義

青　木　正　人

亘　　　勝　信

谷　　　　　昭

大　岩　和　久

中　井　清　文

無 加 温 ハ ウ ス ス ダ チ

キ ウ イ フ ル ー ツ

露地ミカンマルチ栽培

ハ ウ ス ネ ギ

　会場となった農振センターには、農家の皆さんが丹誠
込めて育てられた農林産物が多数出品・展示されていま
した。
　厳正な品評の結果受賞者は次の皆さんです。（敬称略）

第8回
ふれあいまつり農林産物品評会＆展示

取材を終えて　
　本当に寒い1日でしたが、たくさん
の来場客で賑わっていました。
　農産物を手に取るお客さんの顔を
見ながら、保存方法や調理方法を白
い息をはきながら、丁寧に伝えていた
スタッフの姿がとても印象的でした。

　品評会の後行われた、佐那河内いきものふれあいの里“成果発
表・自然観察会”では、ネイチャーセンターの指導員から、『果樹園
に集まる野鳥を考える』『佐那河内村の動物について』『国道438
号の通行量調査について』の3テーマを中心に報告や発表があり
ました。
　また、自然観察会では、役場周辺を散策し、植物・野鳥・動物などの観察を行いました。
　自然豊かな佐那河内では、さまざまな動植物が生息しています。しかしその反面、農林産物に対する“有害
鳥獣”の被害が深刻化しています。また、府能バイパス開通によって私たち人間は便利になりましたが、これ
らの社会基盤整備などがもたらす“村の自然”への影響も危惧されています。
　今回の成果発表は、様々な角度から村の自然・村の農業を考える良いきっかけとなったのではないでしょ
うか。

吉田センター長

当たるかな！？ 特賞はキャンプ場宿泊券でした！
品評会優秀賞のももいちごが
当たりました。

市原指導員 東指導員

〈成果発表に参加して下さったみなさん〉



2/3
（日）
2/3
（日）

第8回 ふれあいまつりふれあいまつり
　　　　　　　　＆佐那河内ふれあい市開催佐那河内ふれあい市開催
第8回 ふれあいまつりふれあいまつり
　　　　　　　　＆佐那河内ふれあい市開催佐那河内ふれあい市開催
第8回 ふれあいまつり
　　　　＆佐那河内ふれあい市開催

佐那河内ふれあい市

2・3日
2月

販売前、約50人の列ができました。

賑
わ
う
し
ゃ
く
な
げ
市

こ
の
日
だ
け
で
、10
人
以
上
の

オ
ー
ナ
ー
登
録
が
あ
り
ま
し
た
。

温
め
た
ザ
す
だ
ち
の
試
飲
も

好
評
。

フレッシュミズのたこ焼きも
好評でした。

懐かしのフォークソング 参加者と一緒に歌いました。阿波踊り

　今年のふれあいまつりは、会場を徳島市大松町（旧ＪＡ
徳島市中央選果場）へ移して開催されました。
　会場では、農林産物品評会に出品されたイチゴやシイタ
ケ・スダチ・キウイフルーツなど佐那河内産の農林産物の
即売会が行われました。
　やはり、一番人気は｢ももいちご｣で、販売1時間前からお待ちのお客さんもいて、販売開始15分後には
すべて完売していました。
　農林産物の即売所の他、ＪＡフレッシュミズのたこ焼き、しゃくなげ市、果樹オーナー園主運営会による販

売も行われましたが、売れ行きは好調で、
11時過ぎには、「売るものがなくなった」と
いった声も聞こえるほどでした。
　また、『新鮮なっ！とくしま号』では、村内
で生産される農林産物のPRと、村文化協
会会員によるカラオケ大会や「ザ・すだち」
のギター演奏や「フォーク＆スプーン」によ
る昔懐かしいフォークソングを来場者と一
緒に歌うなど会場に華を添えてくれました。
　そしてイベント最後に躍り込んでくれた
のは「すだち連」の皆さん。小雨が降り凍え
るような寒さの中、一生懸命佐那河内をPR
してくれました。
　そして最後に行われた、「大抽選会」で
は、品評会で各種賞に選ばれた農林産物
や、佐那河内いきものふれあいの里キャン
プ場宿泊券、ふれあい農園借地権、しゃくな
げ市買い物券など“今度は、さなごうちにあ
そびにきぃ～な！！”との思いを込めた景品
が数多く用意されていました。



◎月　日　2月26日(火)　　
◎時　間　午後6時30分～　農林産物品評会表彰式　　 午後7時30分～　村づくり研修会
◎場　所　農業振興センター　１階会議室
◎内　容　 農林産物品評会表彰式
                 　  本年度のふれあいまつりは、例年と趣向を替えて実施したため、農林産物品評会の表彰式を改めて行います。
　　　　　 村づくり研修会
　　　　　　・講師　長野大学環境ツーリズム学部　大 野   晃 教授
　　　　　　・演題  我が国農山村の現状と地域再生の方策
　　　　　　　　　　　　　我が国の農山村において、65歳以上の高齢者が集落住民の50％を越えた集落では、

　　　　　　　　　　　　　やがて集落の機能が衰え消滅する｢限界集落｣の考え方を提唱した先生です。

その9

　
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
は
、活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
方
自
治
体
の
活

動
に
長
期
間
参
加
し
、社
会
貢
献
や
生
活
体
験
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、農
山
村
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
若
者
の
生
き
方
を
見
つ
め
る
機
会
を
提
供
す
る
事
業
で

す
。
平
成
１９
年
度
は
、全
国
の
２２
自
治
体
へ
２３
人
の
隊
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま

す
。　

　
本
村
で
は
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
宮
城
県
仙
台
市
出
身
の
及
川
仙
一
さ
ん

が
、
活
動
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
、２３
戸
の
農
家
で
農
作
業
に
従
事
し
、い
ち
ご

・
す
だ
ち
・
温
州
み
か
ん
な
ど
１３
品
目
の
農
作
物
の
栽
培
に
携
わ
り
ま
し
た
。ま

た
、い
ろ
い
ろ
な
村
の
行
事
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

村
民
の
み
な
さ
ん
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
員
は
、
毎
月
の
活
動
内
容
を
派
遣
団
体
で
あ
る
地
球

緑
化
セ
ン
タ
ー
に
報
告
し
て
い
ま
す
が
、本
村
で
の
及
川
さ
ん
の
活
動
内
容
や
感

想
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

■
自
然
の
美
し
さ
、環
境
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
た
。（
４
月
）

■
住
む
地
域
が
違
う
と
名
字
が
全
然
違
う
と
思
っ
た
。徳
島
県
に
及
川
姓
が
電
話
帳
で
１
世
帯
し
か
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、安
芸
・
東
條
・
富
永
と
い
っ
た
東
北
で
は
あ
ま
り
馴
染
み
の
少
な
い
名
字
が
不
思
議
に
感
じ
た
。（
４
月
）

■
同
じ
作
物
で
も
農
家
に
よ
っ
て
作
り
方
や
コ
ツ
が
違
い
、そ
れ
ぞ
れ
考
え
方
が
あ
る
の
だ
と
思
っ
た
。（
６
月
）

■
や
は
り
暑
い
。こ
れ
か
ら
さ
ら
に
暑
く
な
る
ら
し
い
。
不
安
で
、大
丈
夫
か
な
と
心
配
だ
。（
６
月
）

■
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
出
荷
作
業
は
、か
な
り
切
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
今
ま
で
は
、何
も
考
え
ず
に
食
べ
て
い
た
肉
も
自
分
が

　
関
わ
る
と
、大
切
に
食
べ
な
け
れ
ば
と
感
じ
る
。し
ば
ら
く
は
鶏
肉
が
食
べ
ら
れ
そ
う
に
な
い
。（
７
月
）

■
９
月
も
終
わ
り
頃
に
な
っ
て
、よ
う
や
く
暑
く
長
い
夏
が
終
わ
り
、体
調
管
理
を
含
め
過
ご
し
や
す
く
な
り
そ
う
だ
。

　
ま
ず
は
、夏
を
無
事
乗
り
越
え
一
安
心
。（
９
月
）

■
キ
ウ
イ
の
収
穫
を
し
た
。
自
分
が
受
粉
作
業
を
手
伝
っ
た
農
家
の
収
穫
作
業
に
行
く
こ
と
が
で
き
、喜
び
も
強
く
感
じ

　
ら
れ
た
。（
１１
月
）　

■
老
人
会
と
小
学
生
の
交
流
会
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、昔
の
遊
び
を
一
緒
に
し
た
が
、高
齢
者
は
み
ん
な
何
か
し
ら
の
達

　
人
で
あ
り
、こ
の
よ
う
な
機
会
の
あ
る
村
の
子
ど
も
た
ち
は
幸
せ
だ
と
感
じ
た
。（
１２
月
）

■
雪
な
ど
降
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
に
年
末
の
最
後
で
雪
を
見
ら
れ
て
何
だ
か
う
れ
し
く
な
っ
た
。（
１２
月
）

　あと一月ほどで、本村での及川仙一さんの活動
が終了します。１年を振り返り、活動や感想を報告
します。ご参加ください。

◎日　時　　3月7日(金)　午後7時３０分～
◎場　所　　農業振興センター

第8回ふれあいまつり農林産物品評会表彰式回ふれあいまつり農林産物品評会表彰式
        　　　　                                    及び及び 第4回村づくり研修会回村づくり研修会
第8回ふれあいまつり農林産物品評会表彰式
    　　                  及び 第4回村づくり研修会



1/2
（水）

　
新春！！ 第21回囲碁・将棋大会

　公民館主催による恒例の大会が、今年も和やかな雰囲気のなか行われました。囲碁
の部7人・将棋の部１５人が参加し、総当たり戦の結果、つぎのみなさんが入賞しました。
◇囲碁の部　優勝　冨長良一さん　　準優勝　森河　勤さん
◇将棋の部　優勝　日下俊夫さん　　準優勝　森河　勤さん

1/13
（日）

力を合わせ ４２．１９５㎞！

　恒例となった国営讃岐まんのう公園リレーマラソン大会に、
今年は佐那河内好走会から2チーム１５人が参加しました。
　緑色のはちまきとＴシャツで「すだちの里　徳島　佐那河内」
をアピールしながら、１周2㎞のコースをリレー方式で21周走
り抜き、各チームつぎの
タイムで完走しました。
◇Ａチーム　
　　3時間23分39秒
◇Ｂチーム　
　　3時間33分46秒

1/18
（金）

職場・職域対抗
バレーボール大会

　8チーム89人の参加により、職場内の親睦
や他の職場との交流を深めながら、１月11日
に予選リーグ戦、１月18日に決勝リーグ戦を
行い、つぎのチームが入賞しました。
◇優　勝　
　　中学校ＰＴＡチーム　　　
◇準優勝　
　　商工共栄会チーム

あなたの情報 まってます（広報係）

1,000円



12/4
（火）

　航空写真を撮影した保育所
では、それにあわせてクラスご
との集合写真と全児童・保育士
が集まっての集合写真を撮影し
ました。
　たくさんの人数での撮影な
ので、右を向いたり、左を向い
たりなかなか視線が合いませ
んでしたが、それもまた可愛ら
しくとても良い記念になりました。

平成１９年度 健 康 標 語 ～優秀作品～

　村民一人ひとりの健康に対する意識の高揚をはかり、「村民総ぐるみの健康づくり」を積極的に推進するた
めに、毎年、小学生及び中学生から「健康」をテーマにした標語作品を募集しています。
　今年度の優秀作品を掲載しますので、ぜひご家庭や各地域での健康づくり運動に役立ててください。

☆小学生の部

☆中学生の部

●小学1年生　仲野　咲彩さん 「よくかんで　いっぱい食べよう　あさごはん」

●小学2年生　谷泉　綾花さん 「けんこうは　おいしく食べて　げんきのもと」

●小学3年生　松尾　　司さん 「歯をみがき　いつもにこにこ　きれいな歯」

●小学4年生　大西　海斗さん 「ウォーキング　ちょっと歩いて　いい気持ち　続けてみよう　体力作り」

●小学5年生　中井　智美さん 「外出後　うがい手洗い　清潔に」

●小学6年生　安藝　達哉さん 「栄養、睡眠、運動で　丈夫な体をつくろうよ」

●中学1年生　松尾　春香さん 「朝ご飯　元気な体の　エネルギー」「運動は　体も心も　強くする」

●中学2年生　藤　　諒健さん 「健康の　第一歩めは　心がけ」「ウォーキング　毎朝続けて　気分そうかい」

●中学3年生　安藝　志帆さん 「毎日習慣　必ず食べよう　朝ごはん」「自分の体　毎日きたえよう　スポーツで」



中国製「冷凍ギョウザ」などの喫食自粛について中国製「冷凍ギョウザ」などの喫食自粛について中国製「冷凍ギョウザ」などの喫食自粛について
　中国製「冷凍ギョウザ」などから有機リン系殺虫剤のメタミドホスが検出され、輸入業者が自主回収を行ってい
ます。
　自主回収の対象になっている商品がお手元にあっても、決して食べないようにしてください。
　また、当該商品をお召し上がりになった人で、現在、下痢・嘔吐などの症状を呈した場合には、病院などの医療機
関で受診してください。

【市販用】（8品）
▽中華ｄｅごちそうひとくち餃子　　▽お弁当大人気！ミニロールキャベツ
▽お弁当大人気！豚肉のごぼう巻き　▽お弁当大人気！豚肉の3色野菜巻き
▽お弁当大人気！2種のソースのロールキャベツ
▽ＣＯ・ＯＰ 本場中国肉餃子３０個５４０グラム
▽ＣＯ・ＯＰ 手作り餃子４０個５６０グラム
▽ＣＯ・ＯＰ とろ～り煮込んだロールキャベツ2個×2袋入
【業務用】（１５品）
▽特製スライス叉焼（バラ）　　    ▽厚切り特製ヒレかつ
▽豚肉と三色野菜の包み巻き　　 ▽ローストオニオンポークカツ
▽ミルフィーユポークカツ
▽柔らかく煮込んだロールキャベツ（トマト味）４０
▽柔らかく煮込んだロールキャベツ（トマト味）６０
▽ポークピカタ１００　　               ▽ポークピカタ（チーズ入り）４０
▽ポークピカタ（チーズ入り）６０　　▽やわらかヒレカツ
▽豚肉ときのこのクレピネット（網脂包み）
▽ひれかつ　▽豚肉ふんわり包み　▽ミルフィーユカツ５０

【業務用】▽牛タン

【市販用】▽ピリ辛カルビ炒飯（４５０ｇ袋）
【業務用】▽カルビクッパ（１５０ｇ袋）

【業務用】▽牛すじ串日本生活協同組合連合会
【一般用】▽ＣＯ・ＯＰビーフカレー２１０グラム（甘口、中辛、辛口）

【市販用】▽ＤＯＮＢＵＲＩ亭かつとじ丼

【市販用】（2品）
▽Ｓごっつ旨いチャーシュー6枚入りラーメン
▽ごっつ旨いチャーシューメンとんこつ
【業務用】（１８品）
▽串揚職人豚ロース串カツ30g×30×4×2
▽串揚職人豚ロース玉ねぎ串カツ黄40×30×4×2
▽串揚職人アスパラベーコン串フライ30×4×2
▽串揚職人ウィンナー串フライ　　▽豚ロースと玉ねぎ串カツ　　▽手作り肉餃子
▽デリカ豚ロース玉ねぎ串カツ　   ▽冷凍揚げとんかつＧ　
▽ＮＥＷ豚ロース玉ねぎ串カツ　　▽アスパラベーコン巻きフライ　　
▽豚ロースと玉ねぎ串フライ２５　　▽新豚ロース串フライ　
▽豚ロース串フライ　　              ▽串カツセット（5種×2本）　　
▽ＮＥＷ豚串フライ                     ▽豚ロースと玉ねぎ串カツ７０　　
▽新いんげんベーコン巻き串フライ ▽豚ロースと白ねぎ串カツ

会　社　名 自　主　回　収　商　品　名

1　事業者が自主回収を行っている対象商品一覧（平成20年2月4日12時現在）



中国製「冷凍ギョウザ」などの喫食自粛について
【市販用】
▽牛すじ串（赤身）6串　　       ▽赤身牛すじ肉5串
▽赤身牛すじ肉3串　　           ▽獲れ処旨牛すじ肉5串
（賞味期限が２００８年2月5日までの商品）

【市販用】
▽じっくり煮込んだ牛すじ（賞味期限：2008年2月２９日までの商品）
▽牛煮込み（北陸地方限定販売）消費期限：2008年2月4日までの商品

【業務用】▽ソーセージ
（一本100gで渦巻き型のウィンナーソーセージ）
（一串35gで表面にベーコンを巻いたウィンナーソーセージ3本を串に刺した商品）
▽豚バラ串

▽豚お好み焼き　　 ▽牛丼　　▽豚丼
▽焼肉丼　　▽カツ丼セット　　▽酢豚セット
▽お弁当用ミニロールキャベツ　▽豚肉の3色巻き
▽牛すじ串メンブレン

【市販用】
▽金のどんぶりお手軽一品！牛丼１１０グラム
▽金のどんぶり牛たま丼１８０グラム

【業務用】▽アスパラベーコン巻

【市販用】（8品）
▽特選金印牛たんしお　　       ▽特選金印牛たんみそ
▽べこ政宗の厚切り牛たんセットＴＹ－４５Ｄ
▽牛たんのステーキしお　　     ▽牛たんのステーキみそ
▽炭火焼き牛たんしお　　        ▽炭火焼き牛たんみそ
▽牛たん和風ジャーキー　　その他これらの商品を含むセット商品全て
【業務用】（2品）
▽炭火焼き牛たんしお（量販向）▽炭火焼き牛たんみそ（量販向）
その他これら商品を含むセット商品全て

【市販用】（2品）
▽「ママの応援袋小籠包」
▽「ママの応援袋ミニロールキャベツ」

日本ハム（2品）

日本食研（１品）

会　社　名 自　主　回　収　商　品　名

※県からの最新情報については、
　県のホームページをご覧ください。

（http://www.pref.tokushima.jp/）

088-621-2708

088-652-5154

088-621-2707・2721　　　　　　　

088-621-2293・2229

危 機 管 理 局 企 画 課

徳 島 保 健 所

食の安全・安心企画員室

保健福祉部生活衛生課

2　県の相談・問い合わせ窓口



食中毒
知って防ごう！

食中毒

■ ノロウイルスは、他のウイルスとどこが違うの？
★１　新鮮でもダメ！　冷蔵してもダメ！
　新鮮な食品だからといって安心してはいけません。食べ物がノロウイルスに汚染されていれば感染の可能
性があります。冷蔵してもウイルスは死んだりしません。

★２　非常に少量で発症！
　非常に少量（数個から100個程度）でも感染しますから、ちょっと汚したぐらいと思っても安心できません。

★３　人から人にうつります＜感染症＞
　人間の体内でのみ増え、糞便の中に多量に出てきます。感染力が強く、トイレの後の手指や嘔吐物の飛沫
（空気中に飛び散ること）からでも感染しますから要注意！

★４　消毒薬が効かない。
　消毒アルコールや塩化ベンザルコニウムなどの逆性石けん液（洗面所等にある薬用石けん液）では消毒効
果が低いので、熱湯または次亜塩素酸を使用します。

★５　感染しても発症しない人がいる 。
　米国での実験例では、ウイルスに感染しても症状が出ない人（不顕性感染者）が32％であったといわれ
ています。

■ ノロウイルス食中毒の予防法は？
◎１　調理する人は、トイレのあとや調理前に十分手を洗ってください。

　症状の有無にかかわらず、このウイルスを持った人がトイレの後で手をよく洗わずに調理をすると、
ウイルスが食品に付着してしまい、汚染された食品が食中毒の原因になります。少量でも感染するの
で、食べ物だけでなく、人→人、人→器具→人などの感染もあります。手洗いは、石けんをよく泡立て
て、十分な流水で30秒以上洗いましょう。

◎２　調理器具などは消毒して下さい。
　使用前後の食器、調理器具は十分に熱湯消毒や流水洗浄をしましょう。ドアのノブなど手指の触れる
場所などの洗浄、消毒も心がけましょう。

◎３　健康管理に気をつけましょう。
　下痢や風邪に似た症状がある時は、調理を控えてください。やむを得ないときは、手指の洗浄消毒な
どに特に気をつけてください。ウイルスに感染すると、１週間程度（長ければ１カ月程度）は便中にウ
イルスが排出されますので、症状が治ったからといって油断はできません。

◎４　二枚貝は、加熱して食べるほうが安全です。
　保存方法が悪いから貝の中で増えるというものではないので、新鮮なものでも食中毒になる恐れがあ
ります。加熱調理は、中心までよく火を通すようにしてください。（中心部で85℃・１分以上）

■ ノロウイルス食中毒にかかると？
　食べてから症状が出るまでに、通常１～２日かかります。 
　主な症状は、吐き気、嘔吐、下痢、腹痛、発熱（38℃以下）などです。一般的には軽症ですが、子どもや
高齢者、病弱者などでは重症化や症状が長引くことがあり、油断は禁物です。
　症状は2、3日で治まりますが、その後も便にウイルスが排出されるので、手洗いはしっかりして下さい。

　食中毒は、夏の暑い季節にしか起こらないと思っていませんか？実は、秋から春先にかけて、もう一つの
食中毒のピークがあります。この時期に起こる食中毒の多くはウイルスによるものです。代表的なものとし
て、ノロウイルスがあります。つい油断しがちな季節ですが、徳島保健所管内では、昨年12月3日から6週
継続して、感染性胃腸炎の警報が発令されています。その中で、もっとも報告の多かったウイルスが『ノロ
ウイルス』です。



日頃の育児の参考になれば幸いです。
五分でいい、子どもは大人が一緒にしてくれるとやる気が出る。

この言葉を聞くと
子どもは変わる。

３．眼球運動
　１）3歳……中心部　　　２）6歳……輪郭を追う　　　３）8～9歳……部分と中心

　例えば、イラストでものごとを教えるとき、3歳頃は紙の真ん中に絵を描き、6歳頃は紙の周りに描く。

8～9歳頃になると、紙全体に描いても意味が理解できる。

４．発達課題

５．身につける
　１）小此木啓吾（おこのぎけいご）医学博士の話。

　　①目標を達成すると心が満足する。

　　②目標をどうやって達成するかに大きな価値を置く。

　　③いろいろな感情のもつれや乱れが起こったときに、少しくらいの悩みや悲しみや怒りは解消できる。

　　　・悩み…いけないことやなくさなくてはいけないことではない。悩むことは大事。

　　事例…280人の中学生と保護者のアンケートから、

　　　　　　　　親に嫌われていると思っている。……260人　自分のこどもが好きである……260人

　　　　　　　　なぜ逆になるのか？→しつけができていないから。　

　　　　　　　　愛情は伝えないと伝わらない　→「自分の子どもだからかわいい」

　２）自立をめざす。

　　　自立とは、甘えたいときに甘えていい相手に甘えて、甘えさせて、甘えに応えることである。

　　　①子どもを丸ごと肯定する。

　　　②子どもの自分への自信を育てる。

　　　③子どもが自分で選ぶように援助する。

　　　　例…「宿題を今する？30分後にする？」30分後にするって言ったよね→していない姿を無視する。→

　　　　　　　いつ机に行くかを目線で追う→机に行ったとき、目線を合わせてほほえむ。

６．子どもをしつけるために
　１）まず不完全な親でもいいと思う。

　２）子どものことが可愛くないと思うときがあってもいい。

　３）子育て、しつけに困ったとき、疑問に思ったときに助けてくれる他人に助けを求めることができる。

７．まずは親自身から
　１）自分をコンプリメント（ほめる・ねぎらう）する。自分をほめることから始めよう。

　２）今日一日で自分ができたことを認めよう。

　３）今日一日でできなかったことを許そう。　　　

８．最後に、名言から
　「やってみせ　言ってきかせて　やらせてみて　ほめてやらねば　他人は動かじ」　山本　五十六

　「九分の勝ちを下　七分の勝ちを中　五分の勝ちを上とする」　武田　信玄→親は子どもに分からそうと勝負を挑む。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

思　春　期…………………

少年少女期………………

 3 ～ 5 歳……………

 1 ～ 3 歳…………

 0 ～ 1 歳……

☆基本的信頼感ができていないと、
しつけはできない。
☆自律心
　・いかに自分でできたかのように
手伝うか

　・“できたね”と認められることで、
“自分で決める”“自分でできる”
ことを味わうようになる。

☆何か気になることがあると思った
ときは、基本的信頼感を作ること
から始める。　
☆この発達課題は、いつからでもや
り直しができる。

自我同一性（他者性）
私は○○だ

学ぶ喜び、有能感（学校性）
知る・できることは楽しい。

できなくても知ることはまんざらでもない。

自発性・積極性（家族性）
自分で『決める』。

決めたことが『できる』ことは気持ちがいい。

自律心（父性）
自分の意志で我慢・行動できることは、不完全でも気持ちがいい。

基本的信頼感（母性）
『人間って、いいなぁ』『完全でなくてもいいんだ』



１．はじめに
　●しつけは、3つの“め”つけが大事！

　　し　め（締め）…子どもに終わりを意識してもらうことが大切。

　　　　　　　　　例えば、ケンカをして親が叱る。叱られてやめられたら『やめられたね！』とほめることで締める。

　　つ　め（詰め）…子どもに言ったことが、自分にできているか詰めること。

　　　　　　　　　例えば、子どもに勉強しろと言いながら、自分はテレビを見ていませんか？

　　け　じ　め　　　…子ども自身の問題なのか、親の問題なのか、双方の問題なのかけじめをつける。

　●ほめること

　　【例】子どもが絵を描いて、見せにきました。あなたなら何と言ってほめてあげますか？

　「上手ね！」「色の使い方が素敵ね。」と絵の出来映えをほめてあげるよりも、その絵を描いた子ども自身を

ほめてあげる。「頑張って描いたね！」

　しつけの第一歩は、子どもに好きになってもらうことからはじまります。子どもは、好きになれば真似（良い

ことも悪いことも）します。真似をして次に行動の意味を伝えます。（小学校３年生頃まで）そして、自分で考

えるようになります。（小学校４年生頃から）

　　　　好きになってもらう → 真似をするようになる → そうなりたいと思う → “しつけ”につながる　

●子育て中のあなたへのメッセージ　

　１）個人差、性差は当たり前。早い遅いは問題ではありません。

　２）生きていく上で、より大切なものからの積み重ね。

　３）発達課題には、獲得しやすい時期があります。（適時性）

　４）やり直しのチャンスはいつでもある。 “行きつ戻りつ”

　　　※できたことができなくなるときは、子どもにストレスがかかっている時。

　５）人は実際に体験して成長する。

　　　・物事を多面的に見る。（二面性（良い悪い）でもいい）

　　　・対人関係での人との距離感を身につける。

　　　　（思い込みは理論では変わらない。大人がどのように関わっているかを見て子どもは学ぶ）

　　　・相手の立場でものごとを考える。

※集団に入りにくい子は、相手の立場を言葉では覚えにくいようです。言葉の遅れを意識し、言葉で教えよう
としてもダメ！しつける時も、イラストやメモで教えていくことが大切です。

　６）親と子どもは同級生、できなくて、知らなくて当然！お互いに発展途上人。

　７）親は、育つことと赤ちゃん返り・幼児返りを同時に経験する。

　８）母親は、子どもを出産すると、3人の子どもの世話をすることになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夫・子ども・自分の中にある気持ち

　９）兼業主婦より専業主婦が子育てに努力がいる。兼業主婦・専業主婦の子育ての結果に差はない。

　　　☆差がでるのは、楽しく食事をしているかどうか、父親が育児に参加しているかどうか？

２．運動の発達の順序
　１）2つの方向性
　　　①頭部から尾部へ…………視覚はしつけには大切。言葉でいったようにはならないが見たようにはなる。
　　　②中心部から周辺部へ……胸骨・肋骨から手足へ。
　２）原始反射から随意反射へ
　　　☆反応的なものは仕方がない、責めてもダメ。うまくコントロールして、随意運動に変えていく。
　３）成熟と練習　　　
　　　☆親子は同級生。保育士は、子どもも親も育てていかなければならない。

　今回は、平成１９年１２月１３日に開催された「第３０回はぐくみ支援セミナー」で鳴門
教育大学准教授　粟飯原良造さんが講演された内容を抜粋して紹介します。

子育て中の
お母さん
お父さん

へ
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《期間は《期間は2月1818日（月）から日（月）から3月1717日（月）まで》日（月）まで》《期間は2月18日（月）から3月17日（月）まで》
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村・県民税の申告相談が始まります
　平成20年度村・県民税の申告相談が、次の
日程で始まります。                     
　今回の申告は、平成20年１月１日現在佐那
河内村に住所がある人で、平成19年１月１日
から12月31日までの所得が対象となります。

　　　　　　　必　要　書　類　　         
　印鑑、所得計算に関係ある帳簿、給与所
得のある人は源泉徴収票、19年中に支払
った社会保険料・生命保険料・地震(旧長
期損害)保険料・医療費などの領収書また
は証明書

※3月2日(日)は大変混雑が予想されますので、出来る
　だけお近くの会場での申告をお願いします。

 日 　　 　　申告相談会場  受付時間

 2 月19日(火) 
保 健 セ ン タ ー

 20日(水)  

 21日(木) 
農 振 セ ン タ ー

 

 22日(金)    

 26日(火) 
Ｊ Ａ 嵯 峨 出 張 所

 27日(水)  

 28日(木) 
宮 前 公 民 館

 

 29日(金)  

 3 月 2 日(日) 農 振 セ ン タ ー

～
～

午前 9 時

正　　午

午後 1 時

午後 4 時

所得税から住宅ローン控除額が引ききれなかった皆さんへ所得税から住宅ローン控除額が引ききれなかった皆さんへ所得税から住宅ローン控除額が引ききれなかった皆さんへ所得税から住宅ローン控除額が引ききれなかった皆さんへ

申告が必要です

申告相談・住宅ローン控除に関するお問い合わせ先　 住民課

　税源移譲により所得税が減少する結果、住宅ローン控除（住宅借入金等特別控除）が所得税額より大
きくなり控除しきれなくなる場合があります。平成11年から平成18年末までに入居した人に限り、その
影響額を村・県民税(所得割)額から税額控除することができます。

●申告方法
　次の区分により「住宅借入金等特別税額控除申告書」を提出してください。

●申告期限　     平成20年3月17日(月)まで

【所得税から住宅ローン控除額が引ききれなかったケース】

所得税額（10％）16万円

所得税額（5％）8万円

税源移譲前

税源移譲後

住宅借入金等
特別控除額
（18万円）

8万円 2万円

税源移譲後の所得税より住宅借入金
等特別控除額が多いため、村・県民
税（所得割）からの税額控除の対象

所得税額（10％）16万円

所得税額（5％）8万円 税源移譲により
所得税額が減少

税源移譲前

税源移譲後

住宅借入金等
特別控除額
（10万円）

2万円

税源移譲後の所得税より住宅借入金
等特別控除額が多いため、村・県民
税（所得割）からの税額控除の対象

ケース1 ケース2

税源移譲により
所得税額が減少

所得税の確定申告をされていない人
　　源泉徴収票(原本)を添付してH20.1.1現在に居住し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている市区町村役場へ提出                                      

所得税の確定申告をされる人　　　　　所得税の確定申告書とともに税務署へ提出



明治大学ファームステイ研修体験レポート明治大学ファームステイ研修体験レポート明治大学ファームステイ研修体験レポート
　平成19年9月13日(木)～平成19年9月19日(水)の期

間で、明治大学農学部農業経済学科の学生9人（男子7人・

女子2人）が農家民泊をし、すだち収穫の農業体験を行うフ

ァームステイ研修を実施しました。関東圏の学生ということ

もあり、すだちの収穫はもちろんのこと、徳島県に来たこと

のない学生がほとんどでした。農業初体験・すだち収穫初

体験の学生たち。ファームステイ研修を終えた率直な感想

や意見をまとめたレポートを３回に分けて紹介します。

第1回

受
け
入
れ
農
家
　
千
田
さ
ん
（
丸
田
）

【
武  

富   

康
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
よ
り
】

【
小
野
　
敦
史
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
よ
り
】 右が小野さん　左が武富さん

　
初
日
は
、
夕
方
佐
那
河
内
村
に
着
い
た
こ

と
も
あ
り
、
２
日
目
か
ら
本
格
的
な
収
穫
作

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
毎
日
、

朝
８
時
か
ら
夕
方
５
時
ま
で
ず
っ
と
収
穫
を

し
ま
し
た
。
佐
那
河
内
村
で
の
生
活
は
、
毎

日
が
似
た
よ
う
な
日
々
の
繰
り
返
し
で
、
特

別
に
楽
し
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
も

な
く
、
正
直
に
言
う
と
辛
か
っ
た
で
す
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
体
験
が
出
来
た
か
ら
こ

そ
、「
こ
ん
な
重
労
働
を
人
手
の
足
り
な
い
中

で
毎
日
し
て
い
る
の
か
…
。」
と
い
う
農
家
の

人
た
ち
へ
の
尊
敬
の
気
持
ち
を
覚
え
ま
し

た
。
今
振
り
返
る
と
、
と
て
も
貴
重
な
体
験

が
で
き
、
行
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
（
中
　
略
）

　
授
業
で
は
、
よ
く
耕
作
を
放
棄
し
た
農
地

の
利
用
法
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
農
地
が
余
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う

事
実
よ
り
、
む
し
ろ
農
業
を
す
る
人
口
が
減

っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
自
分
の
農
場
で
す
ら

放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

事
実
の
方
が
問
題
な
の
で
は
な
い
か
と
私
は

思
い
ま
し
た
。
私
は
千
田
さ
ん
に
、
さ
く
ら

ん
ぼ
や
桃
、
ぶ
ど
う
な
ど
の
よ
う
に
「
す
だ

ち
狩
り
」
と
い
っ
た
形
で
何
と
か
で
き
な
い

の
で
し
ょ
う
か
と
訊
ね
ま
し
た
。
そ
う
す
れ

ば
、
オ
ー
ナ
ー
制
の
よ
う
に
あ
る
程
度
は
固

定
の
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
農
場

も
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
は

と
考
え
た
か
ら
で
す
。
す
る
と
、
Ｊ
Ａ
と
の

兼
ね
合
い
も
あ
り
、
も
し
勝
手
に
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
し
て
し
ま
う
と
、
こ
れ
か
ら
の
出

荷
な
ど
も
Ｊ
Ａ
の
力
な
し
で
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
、
と
の
こ
と
で
、
自
分
の
農

場
の
作
物
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
や
っ

て
み
た
い
け
れ
ど
、
現
実
的
に
は
厳
し
い
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
私
と
し
て
は
、
授
業
で
学

ん
だ
よ
う
に
農
家
の
苦
し
み
を
改
善
し
た
い

け
れ
ど
、
現
実
的
に
は
様
々
な
し
が
ら
み
も

あ
り
、
な
か
な
か
上
手
い
改
善
策
と
い
う
の

が
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。

　
千
田
さ
ん
の
話
を
伺
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

今
の
佐
那
河
内
の
状
況
や
農
家
の
状
況
が
分

か
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
村
の
み
な
さ

ん
と
の
交
流
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
日
は
、

彼
ら
の
す
だ
ち
に
関
す
る
情
熱
を
非
常
に
感

じ
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
村
を
ど

う
に
か
し
よ
う
、
佐
那
河
内
の
す
だ
ち
を
有

名
に
し
よ
う
、
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
て

私
は
と
て
も
感
動
し
、
佐
那
河
内
の
人
は
か

っ
こ
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
（
中
　
略
）

　
東
京
に
戻
り
学
校
も
始
ま
っ
て
、
普
段
の

生
活
に
戻
っ
て
い
っ
た
今
も
、
ふ
と
向
こ
う

の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
私
た
ち
が
何
気

な
く
ス
ー
パ
ー
で
買
う
も
の
す
べ
て
、
お
そ

ら
く
佐
那
河
内
の
す
だ
ち
の
よ
う
に
愛
情
を

こ
め
て
作
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
う
と
、

最
近
は
私
も
農
業
経
済
学
科
の
人
間
と
し
て

何
か
自
分
が
出
来
る
こ
と
を
し
た
い
と
考
え

は
じ
め
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、普
段

の
授
業
で
学
ん
で
い
る
こ
と
を
実
体
験
で
き

た
と
て
も
よ
い
研
修
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
佐
那
河
内
に
は
近
く
に
コ
ン
ビ
ニ
も
な
か

っ
た
し
、
娯
楽
と
い
え
る
よ
う
な
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
そ
こ
に
は
た
だ

な
ら
ぬ
情
熱
が
あ
り
、
そ
こ
に
住
む
人
の
温

か
い
心
も
あ
り
、
何
よ
り
も
村
民
の
誇
り
が

あ
り
、
東
京
の
都
会
に
も
な
か
な
か
無
い
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
私
は
佐
那
河
内
に
行
っ
た
こ
と

で
、
授
業
で
は
得
る
こ
と
の
出
来
な
い
経
験

を
得
ら
れ
、
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
、
大
学
や
受
け
入
れ
農
家
の
み

な
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
村
民
滞
在
証
明
書
は
家
の
壁
に
張
っ
て
あ

り
ま
す
。

　
今
回
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
行
っ
た
佐
那

河
内
村
で
は
、
普
段
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し



明治大学ファームステイ研修体験レポート受
け
入
れ
農
家
　
岩
城
さ
ん
（
秋
城
）

【
渡
辺
　
敬
太
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
よ
り
】

た
。東
京
で
は
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
な
い
「
す

だ
ち
」
と
い
う
柑
橘
類
の
収
穫
、
ま
た
徳
島

と
い
う
今
ま
で
行
っ
た
こ
と
が
な
い
土
地
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
か
な
り
の
期
待
を
持
っ

て
家
を
出
ま
し
た
。

　
（
中
　
略
）

　
今
回
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
農
家
の

家
に
実
際
に
泊
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
体
で

農
業
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
普
段
は
、
農
業
を
文

字
や
図
で
し
か
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
自
分

に
と
っ
て
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

た
だ
、
日
本
の
農
業
の
衰
退
が
あ
ん
な
小
さ

な
村
で
も
顕
著
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
後
継
者
不
足
、
商

品
の
値
段
の
低
下
な
ど
…
。
そ
れ
で
も
、
働

い
て
い
る
人
た
ち
に
は
笑
顔
が
絶
え
ず
あ

り
、
み
ん
な
仲
が
良
く
生
き
が
い
を
感
じ
て

い
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。
こ
の
佐
那
河
内

村
で
の
経
験
は
、
今
後
自
分
が
農
業
に
関
わ

っ
て
い
く
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
将
来

に
と
っ
て
と
て
も
重
要
な
体
験
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
も
う
一
度
こ

う
い
う
体
験
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
研
修
の
期
間
中
、
私
は
岩
城
さ
ん
宅

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
主
な

作
業
は
す
だ
ち
の
収
穫
で
し
た
。
最
初
に
自

分
の
中
で
描
い
て
い
た
す
だ
ち
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
桃
と
同
じ
よ
う
に
木
に
な
っ
て
い
て
、

手
で
取
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
あ
な
が
ち

こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
す
だ
ち
の
収
穫
に
は
ハ
サ
ミ
を
使

い
ま
し
た
。
し
か
し
予
想
も
し
て
い
な
か
っ

た
の
は
、
ト
ゲ
と
木
に
な
っ
て
い
る
実
の
量

で
す
。
私
の
家
も
規
模
は
小
さ
い
の
で
す
が

兼
業
農
家
と
し
て
桃
を
栽
培
し
て
お
り
、
農

業
と
は
小
さ
い
頃
か
ら
密
接
に
関
わ
っ
て
き

た
つ
も
り
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
も
、
桃

の
収
穫
経
験
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
と

比
べ
て
も
す
だ
ち
の
収
穫
作
業
の
ほ
う
が
は

る
か
に
辛
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
ひ
と
つ
の

木
に
な
っ
て
い
る
量
が
多
い
た
め
、
上
か
ら

見
た
だ
け
で
は
畑
自
体
は
小
さ
く
見
え
る
の

で
す
が
、
実
際
に
収
穫
し
て
み
る
と
何
日
も

か
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
す
だ
ち
は
収
穫
し

て
か
ら
す
ぐ
出
荷
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

色
が
変
色
し
や
す
い
た
め
温
度
調
節
で
き
る

冷
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
ま
す
。
収
穫
作
業
だ
け

で
も
相
当
な
労
力
が
必
要
で
あ
る
の
に
、
収

穫
後
も
仕
事
は
山
積
み
で
し
た
。
私
は
第
一

次
産
業
の
大
変
さ
を
改
め
て
感
じ
た
気
が
し

ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
の
最
終
日
に
は
、
選

果
場
の
見
学
も
さ
せ
て
も
ら
い
、
ち
ょ
っ
と

し
た
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。そ
こ
で
は
、

自
動
的
に
す
だ
ち
の
大
き
さ
や
色
な
ど
を
判

別
し
て
分
け
る
大
型
の
機
械
が
使
わ
れ
て
お

り
、
あ
れ
だ
け
苦
労
し
て
と
っ
た
も
の
が
こ

う
も
簡
単
な
作
業
で
行
わ
れ
て
い
る
と
知
っ

て
複
雑
な
気
持
ち
で
し
た
。

　
私
が
こ
の
研
修
で
農
作
業
や
す
だ
ち
農
家

の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
を
通
し
て
最
も
感
じ

た
こ
と
は
、
佐
那
河
内
村
の
農
家
の
す
べ
て

の
人
が
、
ど
う
や
っ
た
ら
す
だ
ち
と
い
う
作

物
が
全
国
に
広
ま
る
の
か
を
真
剣
に
考
え
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
確
か
に
、
す
だ
ち

は
自
分
も
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
、

全
国
的
に
食
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
あ
る
程
度
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る

作
物
で
あ
れ
ば
、
多
数
の
人
が
認
知
し
て
い

る
た
め
、
言
い
換
え
れ
ば
土
台
が
出
来
て
い

る
た
め
、
広
め
よ
う
と
思
え
ば
す
ぐ
に
広
ま

る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
す
だ
ち
の
よ
う

に
全
国
的
に
必
ず
し
も
需
要
が
多
い
と
は
言

え
な
い
も
の
は
、
ま
ず
は
み
ん
な
に
知
ら
れ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
を
考
え
る
と
か

な
り
難
し
い
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
思
え

ま
し
た
。
そ
も
そ
も
ま
ず
、な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
す
だ
ち
を
普
及
さ
せ
た
い
の
か
と
い
う

疑
問
も
生
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
佐

那
河
内
の
み
な
さ
ん
を
見
て
い
て
、
す
ぐ
に

気
づ
き
ま
し
た
。
こ
の
村
の
人
は
農
業
と
い

う
も
の
に
誇
り
を
持
ち
、
す
だ
ち
そ
の
も
の

に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
大
き
く

言
え
ば
、
佐
那
河
内
村
に
誇
り
を
持
っ
て
い

る
の
だ
、
と
。
だ
か
ら
こ
そ
、住
民
が
一
体
と

な
っ
て
一
つ
の
こ
と
に
対
し
て
が
ん
ば
っ
て

い
け
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
高
齢
化
と
少

子
化
の
進
展
と
と
も
に
、
若
者
の
農
村
離
れ

が
進
み
、
農
業
の
跡
継
ぎ
不
足
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
現
在
、
こ
う
い
っ
た
農
村
に
誇
り

を
持
ち
、
地
元
の
農
業
を
発
展
さ
せ
て
い
こ

う
と
い
う
住
民
自
身
の
手
に
よ
る
内
発
的
な

発
展
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
重
要

と
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

意
味
で
も
、
佐
那
河
内
の
人
は
と
て
も
す
ご

い
と
感
じ
た
と
と
も
に
、
見
習
う
点
も
多
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　
私
は
、
今
回
こ
の
研
修
を
通
し
て
本
当
に

多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
農
業
が
い
か

に
大
変
で
、
根
気
の
い
る
仕
事
で
あ
る
か
と

い
う
こ
と
な
ど
様
々
で
す
。
ま
た
、
岩
城
さ

ん
が
「
す
だ
ち
を
全
国
に
広
め
た
い
が
、
た

だ
栽
培
し
て
、
さ
ぁ
食
べ
て
く
だ
さ
い
と
い

う
だ
け
で
は
消
費
者
に
は
伝
わ
ら
な
い
。
生

産
者
側
が
何
か
行
動
を
起
こ
さ
な
く
て
は
い

け
な
い
。」
と
言
っ
て
い
た
の
が
私
に
は
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。
生
産
者
は
作
る
だ
け
で

は
な
く
、
そ
れ
以
上
に
大
き
な
問
題
も
抱
え

て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、私

が
こ
の
研
修
で
得
た
も
の
で
一
番
大
き
い
も

の
は
、
農
家
の
み
な
さ
ん
が
ど
う
思
っ
て
い

る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
自
分
の
持
っ
て
い
た
農
業
へ
の

興
味
が
一
段
と
増
し
た
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
先
の
農
業
を
考
え
て
い
く
上
で
も
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
我
々
消
費
者
も
生
産

者
側
の
考
え
を
も
っ
と
知
り
、ど
の
よ
う
な
過

程
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
に
も
目
を

向
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
私
は
こ
れ
か
ら
、こ
の
研
修
で
得
た
こ
と
を

無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
す
だ
ち
を
少
し
で

も
多
く
の
人
に
広
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

渡辺さん



〈小学校体育館〉
 ※太極拳　
　 19：30～20：30

〈中学校体育館〉
 卓  球
　 19：30～21：30
 ※バドミントン　
　 20：00～22：00

日 月 火 水 木 金 土
1

2

9

3 4

13 14 1510 11 12

20 21 221716 18 19

2423

30 31

25 26 27 28 29

5 6 7 8
卓　球
太極拳

卓　球

太極拳

バドミントン

バドミントン

バドミントン

健康運動教室

健康運動教室

・※印の種目は活動費が必要です。
・ジュニアスポーツ教室は別途案内します。
・参加される方でスポーツクラブ未加入の方は、
　事前に事務局で参加申込・スポーツ保険加入の
　手続きをしてください。
・日程は変更する場合があります。

3月の「健康運動教室」は
農振センターで行います。

（20：00～21：00）

　私たちは人物を評価するとき、本人そのものの人格や見識より、学歴や勤務先、さらには家柄など、その人
が属する集団によって評価することがありませんか。
　江口いとさんは、｢人の値うち｣という詩の中で問題を投げかけています。
　江口いとさんは、1912年、愛媛県の小さな漁村に生まれ、2人目の子どもが生まれてまもなく夫を戦争で
なくされました。それ以降、夫をなくした悲しみや生活の苦しさ、そして部落差別への怒りを多くの詩や短歌
に託して詠まれています。

　私たちはその人の外見や肩書きなどにとらわれることなく、その人を理解していくことが大切なのではない
でしょうか。そして、普段何気なく交わしている会話や、何気なく取っている態度も、相手の立場に立って見
直していくことが時には必要なことと思いませんか。

佐那河内村の人権教育　VOL．134

佐那河内村人権教育研究協議会・佐那河内村教育委員会



地
球
温
暖
化
が
身
近
に
な
っ
て
い
ま
す

〈
徳
島
地
方
気
象
台
よ
り
〉

夜間・休日救急診療の受診方法

内 科 ・ 小 児 科

外 科 ・ 整 形 外 科
外 科
整 形 外 科
内科・呼吸器科・消化器科・循環器科
内 科・外 科・整 形 外 科
内 科・外 科・整 形 外 科
内科・呼吸器科・外科・消化器科・循環器科
内科・呼吸器科・消化器科・循環器科
整 形 外 科

徳島市昭和町7-37

徳島市沖浜東2-16 ふれあい健康館1階

徳島市津田西町1-2-30
徳島市庄町4-6
徳島市八万町橋本92-1
徳島市中洲町1-31
徳島市寺島本町西2-37-1
石井町石井字石井231-1
徳島市北佐古1-1-8
徳島市二軒屋町1-1-16

622-3576

625-8353
662-5311
632-3328
668-1070
625-3535
623-2462
674-2311
631-7711
652-1119

高 木 病 院

徳 島 市 夜 間 休 日
急 病 診 療 所

寺 沢 病 院
松 永 病 院
協 立 病 院
中 洲 八 木 病 院
橘 整 形 外 科 病 院
麻 野 病 院
川島循環器クリニック
中 村 整 形

（月～土）19：30～23：30
（日・祝）09：00～17：00、18：00～23：30

医療施設名 診　療　内　容 所　　在　　地 電話番号

1． 比較的病状が軽い場合（軽傷・軽症）

2． 病状が重いと判断される場合（中・重症）速やかに搬送して医療処置を受けられるようにするためにも救急搬送車を活用してください。

あらかじめ受診を希望する医療機関に電話をしてから受診するようにしてください。

救急搬送車：679-3999

温
暖
化
の
監
視

温
暖
化
の
徳
島
へ
の
影
響

　
地
球
温
暖
化
の
影
響
が
様
々
な
形
で
現
れ
始
め

て
い
ま
す
。
全
国
的
に
、真
夏
日（
最
高
気
温
３０
℃

以
上
）の
日
数
が
増
え
、平
成
１９
年
に
は
、か
つ
て
な

い
暑
さ
と
な
り
、岐
阜
県
の
多
治
見
や
埼
玉
県
の

熊
谷
で
は
４０・
９
℃
を
観
測
し
て
、こ
れ
ま
で
の
記

録
４０・
８
℃（
山
形
）を
７４
年
振
り
に
更
新
し
ま
し

た
。ま
た
、夏
の
北
極
海
の
海
氷
面
積
が
予
想
を
上

回
る
早
さ
で
減
少
し
、観
測
史
上
最
も
小
さ
く
な

り
ま
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
に
影
響
す
る
と
い
わ
れ
る
温
室
効

果
ガ
ス
に
は
、二
酸
化
炭
素
や
メ
タ
ン
、フ
ロ
ン
ガ
ス

な
ど
が
あ
り
ま
す
。気
象
庁
は
、温
室
効
果
ガ
ス
の

監
視
を
し
て
い
ま
す
。こ
の
中
で
、温
暖
化
へ
の
影

響
が
最
も
大
き
い
と
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
濃
度

は
、化
石
燃
料
の
大

量
消
費
に
伴
っ
て
増

加
し
て
い
て
、
年
に

約
３２
億
ト
ン
が
大
気

中
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
海
洋
は
、私
た
ち

が
排
出
す
る
二
酸
化

炭
素
を
吸
収
し
て
温

室
効
果
ガ
ス
の
増
加

を
抑
え
る
大
き
な
は

た
ら
き
を
し
て
い
ま

す
。し
か
し
、温
暖
化
が
進
む
と
海
水
温
も
上
昇
す
る

の
で
、海
洋
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
は
減
少
し
、さ
ら
に

温
暖
化
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
徳
島
の
真
夏
日
は
、昭
和
初
期
に
は
３０
日
程
度
で

し
た
が
、近
年
は
２
倍
の
６０
日
を
越
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、熱
帯
夜（
最
低
気
温
２５
℃
未
満
）も

同
様
に
増
加
し
、私
た
ち
が
体
験
す
る
気
候
が
変
化

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
気
候
の
変
化
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
起

こ
り
始
め
て
い
ま
す
。こ
の
ま
ま
温
暖
化
が
進
む
と
、

海
面
の
上
昇
や
異
常
気
象
な
ど
の
多
発
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

温
暖
化
を
遅

ら
せ
た
り
防

止
し
た
り
す

る
た
め
に
も
、

一
人
一
人
が
普

段
の
生
活
の

中
で
無
駄
な

エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
を
減
ら

す
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ

う
。



マークの見方　　　…時間　　　…場所　　　…対象　　　…持ち物　　　…問い合わせ先時 所 対 持 問

問

月

水

木

金

月

火

水

木

金

すずらん会交流ひなまつり会

健康相談

心配ごと相談・人権擁護相談

いきいき体操教室

平成20年度
新入所児健康診断

公立高校後期入試（～12日）

廃ビニールなど収集日
時
所
8：30～11：00　
追上駐車場

時
所
9：00～12：00　
農振センター2F（小和室）

時
所
13：30～15：30
根郷集会所

廃ビニールなど収集日
時
所
8：30～11：00　
追上駐車場

健康手帳持
時

所
・
桜集会所　　　10：00～11：00
宮前公民館　　11：15～11：40
嵯峨生改センター13：30～14：30
嵯峨老人憩の家14：40～15：20

持

医師から運動制限を受けていない
概ね65歳以上の人
運動しやすい服装

対

健康料理教室
時
所
9：30～9：45（受付）　
農振センター1F（会議室）

時
所
11：00～14：00　
農振センター

持 米1合、材料代200円、エプロンなど

わんぱく教室

わんぱく教室（子ども劇場来演）

時
所
10：00～11：30　　
保育所

時
所
13：30～　　　
保育所

時
所
10：00～13：00　　
保育所

時
所
10：00～11：30　　
保育所

問
対 未入所の乳幼児（就学前まで）

保険料（年間）1人500円

問
対 未入所の乳幼児（就学前まで）

対 健康づくりに関心のある方
保険料（年間）1人500円

ふれあい昼食会

　村では、地域社会の健全な発展や村づくりに対する活
動意欲の向上と、生きがいや魅力ある村づくりを図るた
めに集落等活性化補助金を交付することとしました。

佐那河内村に主な活動拠点を有し、本村に住所を有する者で組織する営利を目的
としない任意団体が実施する、原則として単年度に完了する社会的及び地域的な
課題の解決に取り組む事業です。

補助対象事業に要する経費から、その事業の収入を除いた額の2/3以内の額で
す。ただし、1事業について20万円を限度とします。

3月1日から4月30日の期間内（期限厳守）に「集落等活性化補助金交付申請書」を
総務企画課まで提出してください。　※申請書は総務企画課にあります。

交付については、集落等活性化補助審査委員会で審査されます。趣旨に合わない
事業には補助金が交付されません。（例・備品などの購入、飲食を伴う会議など）
この補助金に関して詳しいことは、下記までお問い合わせください。

● 問い合わせ先　総務企画課 ●

補助金の交付対象

補 助 金 の 額

補助金の交付申請など

そ　　 の　　 他

個人情報に関する内容のため削除しています



問

日 曜 行　事　名 と　き・ところ 備　　考

火

水

木

金

月

火

水

木

金

土

日

◎2月は固定資産税（第3期分）・国民健康
　保険税（第8期分）の納期です！　お忘れなく！

ふれあい昼食会

申告相談（村県民税）

申告相談（村県民税）

申告相談（村県民税）

申告相談（村県民税）

申告相談（村県民税）

申告相談（村県民税）

申告相談（村県民税）

申告相談（村県民税）

申告相談（村県民税）

粗大廃棄物・廃家電・
廃ビニール・古紙など収集日

廃ビニールなど収集日

保育参観日

健康相談

第4回村づくり研修会

第8回佐那河内ふれあいまつり
農林産物品評会表彰式

すずらん会交流遊戯会

いきいき体操教室

時
所
8：30～11：00　
追上駐車場

時
所
9：00～　　
保育所

時
所
8：30～11：00　
追上駐車場、保健センター

時
所
11：00～14：00　
農振センター　 

時
所
受付9：00～12：00、13：00～16：00　
保健センター　 

時
所
受付9：00～12：00、13：00～16：00　
保健センター　 

時
所
受付9：00～12：00、13：00～16：00　
農振センター　 

時
所
受付9：00～12：00、13：00～16：00　
農振センター　 

時
所
受付9：00～12：00、13：00～16：00　
JA嵯峨出張所　 

時
所
受付9：00～12：00、13：00～16：00　
JA嵯峨出張所　 

時
所
受付9：00～12：00、13：00～16：00　
宮前公民館　 

時
所
受付9：00～12：00、13：00～16：00　
宮前公民館　 

時
所
受付9：00～12：00、13：00～16：00　
農振センター 

時
所
18：30～　
農振センター　 

時
所
19：30～　
農振センター　 

時
所
9：00～12：00　　
農振センター 2F（小和室）

心配ごと相談・行政相談

時

所
・
寺谷生改センター10：00～11：00
保健センター　　13：30～14：00 
根郷集会所　　14：15～14：40

健康手帳

詳しくは、Ｐ19をご覧ください。

詳しくは、Ｐ19をご覧ください。

詳しくは、Ｐ19をご覧ください。

詳しくは、Ｐ19をご覧ください。

詳しくは、Ｐ19をご覧ください。

講演会、クラス懇談会

詳しくは、Ｐ19をご覧ください。

詳しくは、Ｐ19をご覧ください。

詳しくは、Ｐ19をご覧ください。

詳しくは、Ｐ19をご覧ください。

持

問
対 未入所の乳幼児（就学前まで）

保険料（年間）1人500円

わんぱく教室（子ども劇場来演）

春の全国火災予防運動
　　　　　　　　（～7日）

時
所
10：00～11：30　　
保育所 問

対 未入所の乳幼児（就学前まで）

保険料（年間）1人500円

わんぱく教室
時
所
10：00～11：30　　
保育所

時
所
13：30～15：30　
嵯峨老人憩の家 持

医師から運動制限を受けていない
概ね65歳以上の人
運動しやすい服装

対

時
所
13：30～14：30　
保育所　 



違
法
ワ
ナ
に
か
か
っ
た
サ
ル

　　

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
No．141

　

昨
年
12
月
半
ば
、
奥
野
々
地
区
で
発
信
器

を
付
け
た
サ
ル
を
追
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
し

ば
ら
く
動
き
が
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

病
気
や
怪
我
で
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
し
て
山
の
中
に
入
り
、
電

波
を
頼
り
に
探
し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、

違
法
な
ク
ク
リ
ワ
ナ
（
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど
で
鳥

獣
の
足
や
体
を
く
く
り
捕
ら
え
る
ワ
ナ
）
に

か
か
っ
て
い
る
の
を
発
見
し
ま
し
た
。
見
つ

け
た
と
き
に
は
、
残
念
な
が
ら
木
に
ぶ
ら
下

が
っ
て
死
ん
で
い
ま
し
た
。

　

村
内
で
は
、こ
の
よ
う
な
「
違
法
な
ワ
ナ
」

が
山
の
至
る
所
で
見
ら
れ
ま
す
。
合
法
的
な

ワ
ナ
に
は
大
き
さ
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
今

回
の
ワ
ナ
が
も
し
も
違
法
な
ワ
ナ
で
な
け
れ

ば
、
こ
の
サ
ル
は
死
な
ず
に
済
ん
だ
は
ず
で

す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
困
っ
た
の

は
、
村
内
で
サ
ル
の
動
向
を
追
跡
し

て
今
後
の
対
策
を
行
う
予
定
で
し

た
が
、
奥
野
々
地
区
の
群
れ
に
は
も

う
発
信
器
を
付
け
た
サ
ル
が
い
な

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
オ
ス

ザ
ル
は
、
や
が
て
ボ
ス
に
な
る
の
で
は
と
推

測
さ
れ
る
立
派
な
個
体
で
し
た
か
ら
、
そ
の

追
跡
が
不
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
非
常
に
残

念
で
す
。

　

先
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
平
成
19
年
度
は

ク
ク
リ
ワ
ナ
に
制
限
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
他
府
県
に
お
い
て
ク
マ
を
間
違
え

て
捕
ら
え
な
い
よ
う
に
と
い
う
配
慮
か
ら
で

し
た
。
県
内
で
は
、
ク
マ
の
生
息
が
極
め
て

少
な
い
の
で
、
次
年
度
か
ら
は
こ
の
制
限
が

緩
和
さ
れ
る
と
い
う
話
で
す
。
鳥
獣
保
護
監

視
員
を
し
て
い
る
と
、
こ
の
ク
ク
リ
ワ
ナ
の

制
限
に
異
を
唱
え
る
猟
師
も
い
ま
す
が
、「
こ

の
制
限
は
今
期
限
り
と
い
う
こ
と
で
お
願
い

し
ま
す
。」
と
言
っ
て
お
き
ま
す
。
し
か
し
、

違
法
な
ク
ク
リ
ワ
ナ
に
関
し
て
は
、
初
め
か

ら
大
き
さ
の
制

限
も
、
場
所
や

対
象
に
も
問
題

が
あ
る
た
め
、

見
つ
け
次
第
県

と
警
察
に
通
報

し
て
、
取
り
締

ま
っ
て
も
ら
う

つ
も
り
で
す
。

　

佐
那
河
内
に

棲
む
動
物
た
ち

と
そ
こ
に
住
ん

で
い
る
人
と
が
、

ト
ラ
ブ
ル
な
く

共
に
生
活
で
き

る
よ
う
に
こ
れ

か
ら
も
努
め
て

行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　

　
　
　
（
市
原
）

元気だったころの
奥野々のオスザル

　

お申し込み・お問い合わせ先
ネイチャーセンター（ 679－2238）

● 2月17日（日）　10時～14時
　 定例探鳥会
　　～小鳥の巣箱を掛けよう～
● 2月24日（日）　10時～14時
　 キノコ（椎茸）を栽培してみよう②
　　　　　　　　（菌の植え付け作業）
● 3月2日（日）　10時～14時
　 定例探鳥会
　　～「赤い小鳥」ウソを見に行こう～
● 3月9日（日）　10時～14時
　 吉野川北岸で鴨をウォッチングしてみよう
● 3月12日（水）　10時～14時
　 定例探鳥会
　　～「赤い小鳥」ウソを見に行こう～
● 3月15日（土）　9時～15時
　 早春の森歩き
　　～西三子山（旧木沢村）～

ねじりハチマキにはっぴが良く似合っている
ね。もちつきは、楽しかった？！
　　　　　　　　　　　　 （パパ・ママより）

平成17年2月5日生  　遥
はる　き

紀ちゃん（3歳）
パパ 谷渕　栄治さん・ママ 忍さん（仕出）

　平成19年12月4日（火）に撮影された航空写真です。5年後、
10年後には、この風景はどう変わっているのでしょうか？
　特に、現存の小・中学校校舎を上空から撮影した写真は、こ
れが最後になりそうですね。


